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そ 2 人に 1 人(男性 63％，女性 47％)といわれ，高齢化
に伴い，さらに増加すると推定されている。また，がん
は 1981 年から死因の第 1 位であり，2014 年にはがんに
よる死亡者数は約 368,103 人（男性 218,397 人，女性




合も高くなっている。1980 年には 6,509 億円であった
医療費が，1995 年には傷病分類中で最高額の 18,637 億


















 がんの政策であるが，2006 年 6 月（2007 年 4 月施行）
には，「がん対策基本法」（平成 18 年法律第 98 号）が策
定された。これによりがんの総合的な研究の発展やがん
患者への総合的な支援が合法的に整備されることになっ
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れ，「7 位 1 体」のがん対策やがんサロンの取り組みを実


























初のサロンは，2005 年 12 月に島根県西部の益田医療圏
域の益田市内の福祉センターに開設された 10 11。その後

















































 研究方法は，1.では 2010 年 9 月〜2018 年 9 月の期間
内で島根大学と島根大学医学部附属病院，各医療機関等
において，研究対象者に，60〜90 分/1 回を，2010 年よ








は 10 時〜15 時，サロン B は 11 時〜17 時，サロン C は
















のサロンを訪問し，サロンの世話役のべ 26 名（実数 12
名）にインタビューを実施した。その性別は男性 1 名（実
数 1 名），女性 25 名（実数 10 名）であった。 
 2.は，隣接する 2 つの医療圏域にある 4 つのサロンで
開催される「体験の語り合い」「情報交換」に参加者は合


























 現在，院内サロンは 17 軒，地域サロンは 8 軒，電話
や情報提供のみのサロンは 2 軒，運営されている。現在
のサロンの位置は図 1 参照。 
 現在まで，活動休止ないし閉設されたサロンは，院内


























がん対策推進室 2017 年 3 月発行 島根県がん対策推進室




















































































 サロン A は島根県 A 市のがん診療連携拠点病院の院






































使用頻度も多い。実施概要は次の表 1 に示す。 
 














































3-2．サロン B の実態 
 サロン B の実施概要を次の表２に示す。 
 







































































































































































































































































3-3．サロン C の実態  
 サロン C の実施概要を表４に示す。サロン C で共有
される話題は，前述のサロン A やサロン B 同様である。
サロン C は地域に開かれている形態だが，サロン C は，
地域サロンであり，B 市保健センターに開設された患者










3-4．サロン D の実態 
 サロン D は B 市にある公的地域病院内の院内サロン
で，患者と医療関係者との協働型である。開設は隔週１












































































































































































































情報センターによる｢がん登録｣統計値(2016 年 8 月
2 日)  http：//ganjoho.jp 2017.6.19. 
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